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・産業廃棄物として適切に処理
する必要（廃掃法）。

・有価物として引き取ってもら
うことは難しいという意見も
ある一方、需要の高まりを受
け、取引単価が上昇してきて
いるという意見も。

使用済みペットボトルのリサイクルに係る取引に関する実態調査報告書（ポイント）
ペットボトルのリサイクル率は約86％にもなる中で、グリーン社会の実現に向けた取組の一環として、ボトルtoボ
トルと呼ばれる取組が広がるなど、流通経路の変化や多様化が進んでいること等を踏まえ、実態調査を実施。

・容器包装の利用又は製造等をする事業者（特定事業者）に対する再商品化義務等を規定容器包装リサイクル法

指定法人ルートにおける市町村からの引渡価格：品質が良い等の場合には引渡価格が高くなる傾向を示す。
独自処理ルートにおける市町村からの引渡価格：契約方式が一般競争入札等の場合には引渡価格が高くなる傾向を示す。経済分析

事業系排出
(事業者が収集）

使用済みペットボトルの取引概要

家庭排出
（市町村が収集）

・産業廃棄物処理業者等への引渡価格は逆
有償

・再商品化事業者の購入単価は、指定法人
ルートや独自処理ルートとの間で大差なし

出所︓ペットボトル利用・製造等事業者からの回答を基に当委員会作成 出所︓再商品化事業者からの回答を基に当委員会作成

①指定法人ルート
（約３分の２）

②独自処理ルート
（約３分の１）
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使用済みペットボトルのリサイクルに係る取引に関する実態調査報告書（ポイント）
競争政策上の考え方

• 一部の市町村において、指定法人ルートを用いなくなること
が容リ法上問題視されるかのような誤解のおそれ。

• 独自処理を行うことを躊躇させたり制限させる効果を生じさ
せる場合には、独占禁止法上又は競争政策上の問題を生じさ
せる可能性。

 容リ協に対し、考え方を申し伝えた。

• 全清飲は、指定法人分については、飲料メーカーから市
町村に対し、独自処理を行うように働きかけないこと等
を合意。

 その後の独自処理等を巡る状況次第では、独占禁止法上
問題となるおそれがあるところ、全清飲は、令和５年９
月に当該合意を破棄済み。

独占禁止法上留意すべき事項・問題となるおそれがある行為への対処

・独占禁止法及び競争政策は、事業者間の競争を促進することで資源の効率的な利用を促し、新たな
技術等のイノベーションを引き起こす観点から、グリーン社会の実現に間接的に貢献するものであ
り、今後とも、グリーン社会の実現を後押しすることを目的とする取組を実施。
・本分野の動向について注視するとともに、独占禁止法に違反する行為がある場合には厳正に対処。

公正取引委員会
の今後の対応

飲料メーカー等

市町村

再商品化事業者
グリーン
社会の実現

消費者

容リ協
容リ協による入札制度に関する
不断の検討

市町村による独自処理
等の契約方式について
の不断の検討

一人一人の消費者が資源
としての価値を高める方
法で排出

産業廃棄物である使用済みペット
ボトルについて、流通の多様化、
需要の増加等によって、市場の機
能を通じて、リサイクルの取組の
促進が期待


